
学校別対策法 

  

 

 

 

【１】 【 ２００６年出題内容 】 

   

【２】 【 麻布中合格力チェック 】 受験ドクターオリジナル類題      

      

 

１ 

麻布中-対策法 

算 数 （60 点/60 分） 

2006 年の出題内容は、□1 分配算・つるかめ算、□2 整数、□3 立体図形、□4 速さと比（旅人算）、□5 魔方

陣、□6 正多角形、でした。例年、小問を一つ一つ解き進めることによって論理的思考力を問うところに麻布

らしさがありますが、本年はそのような麻布らしい問題は□6 のみでした。その他の問題は設定が単純なの

でそれなりに解答できたと思われますが、反対に□6 以外の設問でてこずったり計算ミスをした人は残念な

結果になったと思われます。 

 

本年度入試で差がついたと思われる 2 題（□3 □6 ）については、 

 

⇒ 石原先生（元日能研）の詳細解説  

 

があるので、ぜひ図形理解を深めてください。理解した人は、次の麻布中合格力チェックにチャレンジして

みよう。制限時間は 20 分、さあ頑張れ！ 

□1  次の各問いに答えなさい。 

（１）下の図で、AC=20cm   （２）下の図で，図形全体の    （３）下の図で，XY の長さは 10cm から 20 

のとき，三角形ＡＢＣ      面積が 216 cm２のとき，      cm まで 1cm 刻みで変化するものとしま

面積は何 cm２ですか。    PQ の長さは何 cm ですか。    す。このとき，図形全体の面積が cm２の

単位で整数になるのは何通りですか。 

http://www.chugakujuken.com/hensa20up/san20.html


               

 

 

 

２ 

□2  次の問いに答えなさい。 

（１）下の図は，面積が 36 cm２の正六角形で  （２）3 つの正六角形を使って下のような図形を作りました。 

 す。斜線部分の面積は何 cm２ですか。      かげの部分の面積は，図形全体の面積の何倍ですか。 

上の 2 題は図形の典型問題ですが、制限時間内（20 分）で解けましたか？ 正解は、□1  (1) 50 cm２

(2) 12cm (3) 6 通り、□2  (1) 6 cm２ (2) 
18
11

倍、となります。□1 のように一見とっつきにくい図形でも、そ

れが見たことのある図形の一部と捉え直すことによってカンタンに解くことができます。本問では、（1）から

（3）の太線を、それぞれ新たな正方形の一辺と捉え直すことで、一貫した解き方で答えを導くことができま

す。麻布の問題を解くときには、小問（1）を行き当たりばったりで解くと、小問（2）にやたらに時間がかかっ

てしまいますから、論理的に一貫した考え方を心がけてください。なお、□1 （3）については、範囲が設定さ

れていますから、偶数・奇数・整数・約数・倍数などを用いて範囲をさらに絞り込む作業が必要になります。

この手の問題は、サピックスの筑駒・武蔵オープンなどでよく見かける問題ですが、解法を知っていれば見

た目ほど難しくはないでしょう。 

 

□2 は麻布に限らず毎年出題される正多角形の問題の一つです。サービス問題ですから、絶対に落とし

てはなりません。もしこのような基本問題につまずいている人は、偏差値が一定でなかったり偏差値がゆ

っくりと下降していきます。普段から塾の勉強に追われっ放しの人は、基本原理に立ち返る勉強を心がけ

てください。算数の学習法にはセオリーがありますから、 

 

⇒ 東先生（元サピックス）の指導方針  

 

⇒ 石原先生（元日能研）の偏差値２０アップ学習法  

 

を参照してください。 

 

http://www.chugakujuken.com/koushi.html
http://www.chugakujuken.com/hensa20up/san20.html


【３】 【 傾向と対策 】 

 

                        

            

               

 

 

 

 

 

 

 

【４】 【 麻布算数 合格への道程 】 

 

偏差値 

     （四谷） 

君の学年 

51～55 56～60 61～65 66～70 

5 年生の 2 学期 
   

5 年生の 3 学期 
   

6 年生の 1 学期 
   

6 年生の 2 学期 
  

 

 

 

３ 

麻布の 80％合格圏（4 科）は、四谷大塚で

偏差値 66 以上、センター模試で偏差値 68 以

上、サピックスで偏差値 60 以上、が目安で

す。 

麻布の算数で合格点を取るためには、左の

図の実線のように成績が伸びていくことが理

想的です。計算ミスがあると偏差値 60 を突破

することは困難ですから、まずは偏差値 60 以

上を維持することが課題です。これに対して、

6 ヶ月以上も点線のように偏差値が伸び悩ん

だままだと、初めは晴れマークでも、結局は雨

マークになってしまいます。まずは計算力をつ

けるとともに、体系的な理解をこころがけてく

ださい。 

 

 合格可能性 80％   合格可能性 50％   合格可能性 10％

（３）5 千円札，2 千円札，千円札を使って 2 万

円を支払う方法は何通りありますか。ただ

し，1 度も使わない種類のお札があってもよ

いものとします。 

              答え．29 通り  

また，2千円札が2枚，千円札が3枚，500

円玉が 4 枚，100 円玉が 3 枚あります。これ

らの一部または全部を使って支払うことので

きる金額は何通りありますか。 

答え．75 通り  

（２）下の図のような方眼

紙の中に長方形は大小

合わせて何個あります

か（正方形を含む）。    

  

答え．60 個  

（１）下の図のような正 5 角形に   

  5 本の対角線を引きました。   

  この図形の中に、二等辺三角  

  形は全部で何個ありますか。 

 

答え．35 個  

まず、次の３題に挑戦してみてください。 

なぜこれらの問題に挑戦してもらったかといいますと、こうした基本的な問題は頭に入れておくほど練

習しておく必要があるからです。これらのような基本的な問題の処理力がない人は麻布受験では圧倒的

に不利です。麻布には正確な計算力が必要であると言われるのはこの意味です。こうした基本問題はい

つでも正確に再現できるようにする、このように心がけてください。 

 



学校別対策法 

  

 

 

 

 
  

【１】 【 ２００６年出題内容 】 

 

【２】 【 傾向と対策 】 

 

麻布記述 

対策法  

４ 

国 語 （60 点/60 分） 

麻布の国語は、長文 1 題に設問数 11～14 問という構成です。内容は、物語文・伝記・小説がほとんど

で、論説・説明文、随筆文などはほとんど出題されません。2006 年度は、物語文（フィリパ・ピアス「8 つの

物語 思い出の子どもたち」約 6000 字）が出題されました。例年通り 1 題構成で、10 問中 8 問は記述（理

由の説明・心情把握）となっています。 

麻布の問題によく出る文章は、いったん落ち込んだ気持ちを前向きな気持ちに転換していく様を描いた

物語です。麻布の問題では、こうした主人公の心情変化について「説明」することが求められます。記述に

ついて字数制限はありませんが、思いついたことを適当に並べただけでは得点に結びつきません。「説明

しなさい」という問いに対してはいろいろな角度から考えて答えることが必要です。 

 

麻布の記述対策には、自分で文章の組み立てを考えて実際に書き、それを自分で読んで論理が通って

いるかどうかを検証する訓練が有効です。頭の中で考えていることを文章に書き出してみると、客観的に

自分の頭の中を見ることができます。頭では論理的だと思っていても、書き出してみれば筋が通っていな

いことがしばしばあります。これは辛い訓練ですが、選択問題の多い問題を何題解いていても麻布には合

格することはできません。また、授業でやった問題をやりっ放しにするのもいけません。まとまった文章に

ついて、自分自身の頭で考えて要約文を書く訓練が必要です。 

 

そのためには、まず、書くことに慣れましょう。最初のうちは書いたものを先生や親に読んでもらい、論

理的かどうかを指摘してもらうのがよいでしょう。書くことに慣れてきたら、次は書き直してみましょう。書き

直して筋が通るようになれば、麻布合格まであと一歩です。最終段階では、本文からキーワードを抜き出

し、それらを組み合わせて論理的な文章を書いてみましょう。試験時間 60 分はあまりにも短いですから、

時間内で解き切るには、自在な表現力・論理力を身につけておくことが必要です。 

麻布中-対策法 



 解きっぱなし・読みっぱなしにしない 

  ⇒まずは要約文を書くことに慣れましょう 

    ⇒論理的にまとめられているかどうか先生や親に見てもらいましょう 

               ▼ 

 
 自分が書いた要約文を書き直してみましょう 

▼  

 
 本文からキーワードを抜き出し、それらを組み合わせて 

論理的な文章を書いてみましょう 
▼

 

 

 

 

 

麻布記述 

対策法  
 

 

            

 

 

 

 

【３】 【 麻布国語 合格への道程 】 

 

偏差値 

（四谷） 

君の学年 

51～55 56～60 61～65 66～70 

5 年生の 2 学期 
   

5 年生の 3 学期 
   

6 年生の 1 学期 
  

6 年生の 2 学期 
  

 

 

 

 

 

５ 

麻布の 80％合格圏（4 科）は、四谷大塚で

偏差値 66 以上、センター模試で偏差値 68 以

上、サピックスで偏差値 60 以上、が目安で

す。 

国語が安定していないと麻布の合格は見え

てきません。麻布の国語で合格点を取るため

には、左の図の実線のように成績が伸びてい

くことが理想的です。これに対して、6 ヶ月以

上も点線のように偏差値が伸び悩んだままで

すと、初めは晴れマークでも、結局は雨マーク

になってしまいます。国語の対策法をもっと具

体的に知りたい人は 

 

⇒ 永田先生（日能研）の国語教室 

 

⇒ 国語偏差値２０アップ学習法 

 

を見てください。 

 合格可能性 80％   合格可能性 50％   合格可能性 10％

麻布の問題が早く解ける！ 

http://www.jukendoctor.com/kokugo/
http://www.chugakujuken.com/hensa20up/kok20.html


学校別対策法 

  

 

 

 

 

【１】 【 ２００６年出題内容 】 

 

【２】 【 傾向と対策 】 

 

 

 

 

 

６ 

理 科 （40 点/50 分） 

2006 年には、□1 生物（植物）、□2 化学、□3 物理（力のつりあい）、□4 地学（天体と気象）が出題されまし

た。問題は 10 ページに及ぶ分量なので、時間配分に失敗した人は残念な結果になりました。 

 

麻布の理科は、実験・観察を通じて、図表の読み取り力、計算力、あてはめ力を試すものです。つま

り、麻布では、実験・観察を通じて得られた結果から一定の結論や法則を導き出す力と、それを別の事

象にあてはめる力が必要なのです。「当てはめ問題」は他校に類を見ないもので、麻布の出題方針を象

徴するものです。2006 年入試問題では、□2 がこれにあたります。 

あてはめ問題以外の問題はオーソドックスなので、実験・観察問題を多く潰しておけば問題なく解け

ることでしょう。ここでは、あてはめ問題の出題例と問題文の読み方をみていくことにしましょう。 

下の平成 14 年度□1 （声の教育社「スーパー過去問」より抜粋）をみてください。 

麻布中-対策法 



こんな問題は見たことはないはずですから、本番で問題を正確に分析しなくてはなりません。単純な

論理操作の問題ですが、次のように図解にしておくと分かりやすく、また間違えにくくなります。 

 

 

 

 

 

【３】 【 麻布理科 合格への道程 】 

 

偏差値 

  （四谷） 

 

君の学年 

51～55 56～60 61～65 

66～70 

5 年生の 2 学期 
   

5 年生の 3 学期 
   

6 年生の 1 学期 
   

6 年生の 2 学期 
   

 

 

 

 

 

 

７ 

Ａ→Ｘ 
Ｘ→Ｘ 

麻布の 80％合格圏（4 科）は、四谷大塚で

偏差値 66 以上、センター模試で偏差値 68 以

上、サピックスで偏差値 60 以上、が目安で

す。 

基本的知識があれば麻布の理科を攻略す

ることはさほど難しいことではありません。麻

布で合格点を取るためには、左の図の実線の

ように成績が伸びていくことが理想的です。こ

れに対して、6 ヶ月以上も点線のように偏差値

が伸び悩んだままですと、初めは晴れマーク

でも、結局は雨マークになってしまいます。で

きるだけ多くの実験・観察問題にあたるように

しましょう。 

 合格可能性 80％   合格可能性 50％   合格可能性 10％

やさしい論理問題なのですが、入試本番ではあせってしまい、与えられた条件を使い切れなかった人が

多くいました。そこで上に示しましたように、単純でもいいですから整理した図を書いておくようにしましょう。

平成 15 年□3 、平成 16 年□4 、平成 18 年□2 では詳しい図解が入っているので、今後の理科ではあまり心配

する必要がないのかも知れません。しかし、理科以外の科目でも、題意を視覚的に整理して捉えることの

できる人は人と差をつけることができます。この問題を復習するときに、上で示した図解を利用してみると

よく分かると思います。みなさんの最強ツールにしてください。 

 



麻布の社会では、1題の分量がある総合問題が出題され、地理・歴史・政治の全分野の知識を様々な角度から

問われます。2006 年も同様の形式が踏襲されました。下の設問は 2006 年の問いのすべてです。 

学校別対策法 

  

 

 

【１】 【 ２００６年出題内容 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

社 会 （40 点/50 分） 

麻布中-対策法 



【２】 【 傾向と対策 】 

 

【３】 【 麻布社会 合格への道程 】 

 

偏差値 

  （四谷） 

 

君の学年 

51～55 56～60 61～65 

 

 

66～70 

5 年生の 2 学期 
   

5 年生の 3 学期 
   

6 年生の 1 学期 
   

6 年生の 2 学期 
  

９ 

麻布の 80％合格圏（4 科）は、四谷大塚で

偏差値 66 以上、センター模試で偏差値 68 以

上、サピックスで偏差値 60 以上、が目安で

す。 

麻布の社会で合格点を取るためには、左の

図の実線のように成績が伸びていくことが理

想的です。これに対して、6 ヶ月以上も点線の

ように偏差値が伸び悩んだままですと、初め

は晴れマークでも、結局は雨マークになってし

まいます。そのような人は、なるべく早く根本

的・体系的な学習法を取り戻してください。 

 合格可能性 80％   合格可能性 50％   合格可能性 10％

上でみていただいた通り、設問の約 3 分の 2 が記述式の問題であり、100 字を超える記述もあります。

かつては 400 字を超えるものも出題されていました。なぜこのような長い記述を要求するといいますと、詰

め込みの知識だけでなく、論理的に考える能力をみるためです。 

 

短い記述ですと単に知識を吐き出すだけの問題になってしまい、詰め込み教育を助長してしまいます。

これに対して、記述を長くすればするほど書き手は論理的なミスを犯しやすくなりますから、単なる暗記だ

けでは太刀打ちできないのです。基礎知識を頭にインプットしたら、次にその知識をアウトプットできるよう

にしなければならないのです。麻布対策には基礎知識だけでなく深い理解や表現力も必要だと言われる

のはこのためです。 

 

しかし、このように言われても、普段どのように勉強してよいのかわからない人がほとんどだと思いま

す。そこで、麻布の過去問の進め方を考えてみてください。麻布の問題は、あるテーマについて、地理・歴

史・政治のあらゆる側面から考えさせる問題です。そうすると、「考える」以前に、基本的なキーワードにつ

いてはあらかじめ知っていることが前提となります。ですから、過去問を解く前に、基本的なキーワードを

しっかり頭に入れておかねばならないのです。 

 

基本事項を身につけるためには、「体系」がとても重要です。気まぐれに問題を解いたり、融合問題に

手を出したりするのは遠回りになります。そうではなくて、体系のしっかりした問題集を早めに 2～3 回転す

るのが王道です。どういう問題集があるかは開成のコーナーで紹介していますので、そちらをご覧くださ

い。このような作業は秋以降では遅すぎますから、夏休みの難問演習の前までにすませておくのが理想

的です。 
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